
50　連続立体交差化事業による都市交通の円滑化と良好な都市空間の創出
平成25年度 ～ 平成29年度 　静岡県、沼津市

・沼津駅周辺の交通円滑化率の拡大
・沼津駅周辺における市街地の再編率の拡大

（H25当初） （H　末） （H29末）
① 沼津駅周辺の交通円滑化率

Σ交通円滑化された道路延長（ｍ）／Σ交通円滑化が必要な道路延長（ｍ）＝交通円滑化率（％）

② 市街地の再編率
Σ再編済面積（㎡）／Σ再編計画面積（㎡）＝再編率（％）

静岡県社会資本整備重点計画における位置づけ
第２期（H20～H24） 第３期（H25～H29）
分野名 分野名 賑わいと潤いを生む都市空間の創造
目標名 目標名 豊かで活力あるまちづくり・みどりと潤いのあるアメニティ空間の創出
指標名 指標名 用途地域内の幹線街路の整備率 65.0%

事　後　評　価
１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

　　　　　　　　　　　　　　（計画期間中に他の整備計画に移行したもので、　●：本計画の期間中に完成　　▲：本計画の期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄））

Ａ1　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29
50-A1 街路 一般 静岡県 直接 静岡県 Ｓ街路 改築 連続立体交差 L=5.30km 沼津市 848 △
50-A2 街路 一般 沼津市 直接 沼津市 Ｓ街路 改築 連続立体交差 L=5.30km 沼津市 95 △

合計 944
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

沼津駅周辺では県東部の拠点都市を形成すべく、鉄道の高架化と土地区画整理事業などの面的整備による街並みの再編を進めている。
連続立体交差化事業を軸に駅周辺の道路網整備を進め、都市交通の円滑化と県東部の交流拠点のまちとしてふさわしい魅力ある良好な都市空間の創出を図る。

27%

40%

34%

45%

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

進捗
状況

進捗
状況

一体的に実施することにより期待される効果

（事業箇所）

全体事業費
（百万円）

（様式６-１） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

0 百万円
効果促進事業費の割合

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

944 百万円 Ａ 944 百万円 Ｂ 0 百万円

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｃ全体事業費

目標値（H24）

JR東海道本線・JR御殿場線
JR東海道本線・JR御殿場線

番号
事業
者

省略
要素となる事業名

交付対象事業

事業
者

省略
工種

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）

目標値（H29）

（延長・面積等）
事業内容

工種
市町村名

港湾・地区名
事業実施期間（年度）

－

－



Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。
（参考）　計画の成果目標を同一とする地域自主戦略交付金の交付対象事業

（別添「事業実施計画」参照）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

３．特記事項（今後の方針等）

指標③（　）

進捗
状況

事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）番号

事業
者

省略
要素となる事業名

工種

42.2%

・連続立体交差事業については、新たな整備計画にて事業を継続し、工事施行協定に向けた鉄道事業者との協議を進め、用地取得、埋蔵文化財調査など、速やかに工事着手できるよう、事業
を推進する。
・土地区画整理事業や街路整備等の関連事業についても、引き続き事業の推進を図っていく。

沼津駅周辺総合整備事業区域では、ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）が平成26年にオープンし、民間投資によるマンションやホテ
ル、専門学校が立地するなど、新たなまちなみが形成され、新たな賑わいが生まれてきた。

連続立体交差事業の高架本体工事は未着手であるが、連続立体交差事業を核とする沼津駅周辺総合整備事業の１事業である土地区画整理事業（沼
津駅南第一地区）による街区整備が進捗した。沼津駅南第一地区土地区画整理事業では、仮換地指定が98.5％（平成30年度末、面積ベース）とな
り、物件の移転、都市計画道路、街区道路の整備が進んでいる。

沼津駅周辺総合整備事業の１事業である沼津駅南第一土地区画整理事業は、H25時点では、H29年
に完了予定であったが、建物移転に不測の日時を要し、街路整備の進捗が計画より遅延したた
め、目標値に達しなかった。

沼津駅周辺総合整備事業の１事業である沼津駅南第一土地区画整理事業は、H25時点では、H29年
に完了予定であったが、建物移転に不測の日時を要し、仮換地の指定が計画より遅延したため、
目標値に達しなかった。

一体的に実施することにより期待される効果

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①（沼津
駅周辺の交通
円滑化率）

指標②（市街
地の再編率）

34%

31.0%

45%



（様式6-1）　　社会資本総合整備計画（参考図面）

計画の名称 50　連続立体交差化事業による都市交通の円滑化と良好な都市空間の創出

計画の期間 平成25年度 ～ 平成29年度 静岡県、沼津市交付対象

交通拠点(原駅)

交通拠点(沼津港)

交通拠点(三島駅)

55-A15 現道拡幅

55-A8 バイパス

東名高速道

国道246号

国道414号

国道1号

国道414号バイパ

55-B1 緑地整備

55-A16 現道拡幅

55-A17 現道拡幅

55-A18 現道拡幅

55-A9 現道拡幅

55-A10 歩道整

55-A11 歩道整

55-A12 現道拡

55-A13 バイパ

55-A1、83-A5 区画整

55-A2、83-A2、A6 区画整

凡 例
地方道路整備事業
関連社会資本整備事

交通拠点(沼津駅)

交通拠点(沼津I.C.）

沼津I.C.
愛鷹PA

※その他関連する事業： 灰色の塗りつぶし

55-A21 バイパ

50-A１（静岡県）連続立体交差化

50-A2（沼津市）連続立体交差化


